
も
く
じ

● 2 ～ 3 Ｐ
　 パワハラを無くすために

● 4 ～ 5 Ｐ
　 笠置山と柳生街道を歩く

● 6 ～ 7 Ｐ
　時には音楽
　トークプラザ
　ちょっとひと味

新年あけましておめでとうございます。私ども京都民医労東支部は
今年で結成して19年になり、来年は20年の節目の年を迎えます。今
どこの職場でも厳しい就労実態があります。特に、病棟の看護師不
足は深刻です。しかし私たちは厳しい時だからこそ、組合員の力に
依拠して、職場要求実現と安倍政権が進める悪政としっかり立ち向
かっていく決意でいます。2013年春闘勝利のために全力で奮闘す
る決意です。 京都民医労東支部支部長　甲田 賢太郎

新春ダッシュ！ 今年も頑張ります！

京都民医労東支部
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どうする !?
職場のいじめ・嫌がらせ
講師： 内藤忍さん

（ 独立行政法人労働政策研究・
研修機構　労使関係部門研究員）

日時：２月２日（土）午後１時30分～
場所：京都アスニー（丸太町七本松）
主催：メンタルサポート京都
当日は資料代 500円が必要です。

昨年３月に厚
労省が「職場

のパワーハラ
スメントの予

防・解決に向
けた提言」（

以下、「提言」
）

を発表しまし
た。医療・介

護の現場でも
パワハラが大

きな社会問題
となっていま

す。今回は、

私たちがパワ
ハラにどう対

応していくの
か、入門的な

お話を京都職
対連（京都労

災職業病対

策連絡会議）
の事務局長で

あり京都医労
連特別執行委

員の芝井公さ
んに伺いまし

た。

パワハラを
無くすために

1 上司から「おい」とか「おまえ」と呼ばれ名
前で呼んでもらえないことが多い。

2 上司や先輩に対して、悪意を感じる。

3 八つ当たりで、怒られていると感じることが
ある。

4 挨拶をしても無視をされる。

5 明らかに、他の社員に対してと、自分に対し
ての扱いに差がある。

6 理不尽なことを要求される。

7 怖い上司や先輩がいて、誰も意見をすること
ができない。

8 上司から仕事を与えられない。

9 「ジュースを買ってこい」など、業務に関係
のない命令をされる。

10 仕事でミスをすると、指導という名目でみん
なの前で叱責される。

11 酒が飲めないことを馬鹿にされ、断っても無
理矢理飲むことを強要される。

12 新人や後輩を辱め、おもしろがる風潮がある。

13 先に帰ろうとすると「もう帰るのか」と嫌味
を言われる。

14 ノルマが達成されないと「つかえない」「降
格だ」「異動だ」と言われる。

15 「馬鹿につける薬はない」などと、人格を否
定するような発言をする。

16 「どうなってもいいんだな」などと成績や処
遇をちらつかせて従わせる。

1. 身体的な攻撃 暴行・傷害

2. 精神的な攻撃 脅迫・名誉毀損・侮辱・ひどい暴言

3. 人間関係から
　の切り離し 隔離・仲間はずし・無視

4. 過大な要求 業務上明らかに不要なことや遂行不可
能なことの強制、仕事の妨害

5. 過小な要求
業務上の合理性なく、能力や経験とか
け離れた程度の低い仕事を命じること
や仕事を与えないこと

6. 個の侵害 私的なことに過度に立ち入ること

パワハラチェックシート　思いあたるところに○を記入してください。

職場のパワーハラスメントに当たりうる行為類型としては、以下のものが挙げられる。
（ただし、当たりうる行為の全てを網羅するものではない）

（ある会社のチェックシートより）

表２

表１

断
政
策
や
成
果
主
義
な
ど
の
影
響
が
大
き

い
と
感
じ
ま
す
。
職
場
の
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
事
業
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
こ

と
が
な
く
な
り
、
職
員
同
士
が
競
争
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
、
職
場
内
の
連
帯
感

の
希
薄
化
が
パ
ワ
ハ
ラ
の
温
床
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

パ
ワ
ハ
ラ
撲
滅
へ
、

ど
う
対
処
し
て
い
く
か
？

　

パ
ワ
ハ
ラ
は
本
人
や
労
働
者
は
も
ち
ろ

ん
企
業
に
と
っ
て
も
損
失
が
大
き
い
。
パ

ワ
ハ
ラ
に
よ
る
労
働
者
の
休
業
は
、
職
場

の
生
産
性
や
活
力
も
下
げ
、
企
業
と
し
て

も
よ
ろ
し
く
な
い
こ
と
で
す
。
あ
る
職
場

の
経
営
者
は
、「
パ
ワ
ハ
ラ
が
な
か
っ
た
ら

鬱
に
な
り
、
休
業
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
、
予
防
の
視
点
で
、
施
設

内
に
相
談
窓
口
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
視
点
も
あ
わ
せ
な
が
ら
、
ま

ず
は
、
使
用
者
に
パ
ワ
ハ
ラ
を
許
さ
な
い

宣
言
な
ど
ト
ッ
プ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
相
談
窓
口
を

つ
く
る
こ
と
な
ど
パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す
る

ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
ま

た
、
労
働
安
全
衛
生
委
員
会
な
ど
も
活
用

し
な
が
ら
パ
ワ
ハ
ラ
の
調
査
な
ど
実
態
把

握
を
進
め
る
こ
と
も
有
効
で
す
（
労
安
で

取
り
組
め
ば
非
労
組
員
も
対
象
に
し
た
調

査
も
出
来
ま
す
）。

　

ま
た
、
労
働
組
合
が
窓
口
の
受
け
皿
に

な
る
こ
と
も
重
要
と
提
言
で
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
労
働
組
合
が
し
っ
か
り
と
パ
ワ
ハ

ラ
に
対
す
る
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
対
策
を

講
じ
る
こ
と
か
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す
る
学
習
活
動
を

行
う
こ
と
で
す
。
要
請
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

私
も
講
師
と
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
２

月
に
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
京
都
の
学
習
会

を
行
い
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い

（
左
参
照
）。

パ
ワ
ハ
ラ
の
定
義
は
？

　

厚
労
省
の
「
提
言
」
で
は
「
職
場
の
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
同
じ
職
場
で

働
く
者
に
対
し
て
、
職
務
上
の
地
位
や
人

間
関
係
な
ど
の
職
場
内
の
優
位
性
※
を
背

景
に
、業
務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え
て
、精

神
的
・
身
体
的
苦
痛
を
与
え
る
又
は
職
場

環
境
を
悪
化
さ
せ
る
行
為
を
い
う
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

パ
ワ
ハ
ラ
の
類
型
は
？

　
「
提
言
」
で
は
、
行
為
類
型
と
し
て
６

点
（
厚
労
省
資
料
よ
り
表
１
参
照
）
を
上

げ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
事
象
は
、
多
種

多
様
だ
と
思
い
ま
す
が
、
例
え
ば
あ
る
企

業
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
紹
介
し
ま
す
の

で
、
参
考
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か（
表
２
）。
医
療
現
場
の
労
災
認
定
事

例
で
は
、
師
長
の
「
あ
な
た
は
み
ん
な
よ

り
年
齢
が
い
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
進
度

は
遅
い
の
。
年
な
ん
だ
か
ら
老
化
し
て
い

る
の
よ
」
な
ど
、
人
格
否
定
の
発
言
が
あ

り
、
こ
れ
も
パ
ワ
ハ
ラ
で
す
。

パ
ワ
ハ
ラ
が
問
題
に

な
っ
て
き
た
背
景
は
？

　

様
々
な
要
因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
間
の
過
密
労
働
に
加
え
て
、
職
員
分

お
問
い
合
わ
せ

京
都
職
対
連

０
７
５-

８
０
３-

２
０
０
４

※ 

上
司
か
ら
部
下
に
行
わ
れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

先
輩
・
後
輩
間
や
同
僚
間
な
ど
の
様
々
な
優
位
性

を
背
景
に
行
わ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。
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メ
ソ
読
者
の
皆
さ
ん
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

も
メ
ソ
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
年
明
け
早
々
、

京
都
府
南
部
と
奈
良
市
に
ま
た
が
る
、
笠
置
山
と
柳
生
街
道
に
散
策
の
旅
に

出
か
け
ま
し
た
。
午
前
８
時
過
ぎ
に
出
発
し
た
時
の
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
２
度

と
い
う
厳
し
い
冷
え
込
み
で
し
た
が
、
山
道
や
散
策
道
を
歩
い
て
き
ま
し
た
。

ど
ん
な
発
見
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

笠置山と
歩く生街道 歩を柳

新春
ぶらり
散歩

笠
置
山
と
笠
置
寺

 

（
拝
観
料
３
０
０
円
）

　

京
都
府
相
楽
郡
笠
置
町
に
あ
る
標
高

２
８
８
ｍ
の
山
で
、
笠
置
寺
が
あ
る
こ
と
で

知
ら
れ
る
山
で
す
。
綴
づ
れ
織
り
の
細
く
急

な
坂
道
を
車
で
は
ら
は
ら
ど
き
ど
き
し
な

が
ら
上
る
こ
と
約
７
～
８
分
、
笠
置
寺
の

入
り
口
に
到
着
で
す
。
寺
の
歴
史
は
古
く
、

１
３
０
０
年
ほ
ど
前
か
ら
建
物
が
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。
境
内
に
入
る
と
寺
務
所
は
無
人

で
、
拝
観
料
を
払
っ
て
進
む
よ
う
に
と
の
案

内
が
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
境
内
を
奥
に
進

む
と
、
笠
置
山
と
言
え
ば
す
ぐ
に
思
い
出
す
、

山
の
大
き
な
岩
一
面
に
仏
さ
ん
が
刻
ま
れ
て

い
る
こ
と
で
有
名
な
、「
弥
勒
大
磨
崖
仏
」
が

目
の
前
に
現
れ
ま
し
た
。
２
０
０
９
年
に
詳

し
く
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
奈
良
時
代
中
期
に

岩
の
一
面
に
彫
刻
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
散
策
道
を
歩
く
と
笠
置

山
の
麓
に
広
が
る
、
町
の
風
景
が
見
下
ろ
せ

ま
す
。笠

置
町
か
ら
柳
生
街
道
へ

　

笠
置
町
を
後
に
南
に
走
る
と
、
奈
良
市
に

入
り
ま
す
。
目
の
前
に
あ
る
な
だ
ら
か
丘
陵

地
帯
一
円
に
広
が
っ
て
い
る
の
が
柳
生
街
道

の
沿
線
地
域
で
す
。
沿
線
ぞ
い
に
あ
る
集
落

の
駐
車
場
に
車
を
停
め
て
、
料
金
を
払
お
う

と
し
ま
し
た
が
、
事
務
所
に
は
誰
も
い
ま
せ

ん
。
中
を
開
け
て
よ
く
見
る
と
、
料
金
箱
が

置
い
て
あ
り
、
駐
車
料
５
０
０
円
を
チ
ャ
リ

ン
と
入
れ
ま
し
た
。
本
当
に
の
ん
び
り
と
し

た
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

柳
生
の
家
老
屋
敷

 

（
拝
観
料
３
５
０
円
）

　

車
を
後
に
幹
線
道
路
を
挟
ん
で
西
側
に
歩

く
こ
と
約
５
分
、
最
初
の
訪
問
場
所
で
あ
る
、

柳
生
の
家
老
屋
敷
に
到
着
。
こ
こ
は
、
旧
柳

生
藩
の
家
老
で
あ
っ
た
小
山
田
主
鈴
の
屋
敷

跡
で
、
嘉
永
元
年
（
１
８
４
８
年
）
６
月
に

完
成
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
人
手
に
渡

る
こ
と
数
回
、
一
時
は
作
家
の
山
岡
荘
八
も

所
有
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
奈
良
市
が
所
有
し
、
一
般
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

天
乃
立
石
神
社
と
一
刀
石

　

旧
柳
生
街
道
を
町
並
み
に
沿
っ
て
歩
き
、

緩
や
か
な
階
段
や
急
な
坂
道
、
杉
木
立
の
地

道
を
歩
く
と
、
茶
畑
や
植
林
中
の
杉
の
木
林

が
見
え
て
き
ま
す
。
緩
や
か
な
階
段
か
ら
約

20
分
歩
く
と
目
的
地
の
天
乃
立
石
神
社
に
到

着
で
す
。
神
社
の
界
隈
に
は
大
き
な
切
り

立
っ
た
岩
が
い
く
つ
も
あ
り
、
な
ん
で
こ
ん

な
場
所
に
あ
ん
な
岩
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
不

思
議
な
感
じ
が
し
ま
す
。
神
社
の
境
内
は
寒

く
、
岩
で
作
ら
れ
た
水
く
み
場
の
水
が
完
全

に
凍
っ
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
切
り
立
っ
た

岩
の
割
れ
目
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
た
く
さ

ん
の
賽
銭
が
挟
み
込
ん
で
あ
り
ま
し
た
。

　

神
社
の
少
し
奥
に
は
、
一
刀
石
と
言
わ
れ

る
真
ん
中
で
真
っ
二
つ
に
割
れ
て
い
る
、
大

き
な
岩
が
あ
り
ま
す
。言
わ
れ
を
読
む
と
、柳

生
宗
厳
が
天
狗
相
手
に
修
行
を
し
て
い
る
際

に
、
こ
の
岩
を
天
狗
と
思
っ
て
切
り
捨
て
た

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ほ
う
そ
う
地
蔵

　

柳
生
街
道
地
域
の
南
側
に
あ
り
ま
す
。
旧

柳
生
街
道
の
住
宅
街
を
歩
く
と
、
ほ
う
そ
う

地
蔵
を
記
し
た
道
し
る
べ
が
見
え
ま
す
。
道

し
る
べ
に
沿
っ
て
歩
い
て
い
く
と
目
的
地
の
、

ほ
う
そ
う
地
蔵
に
辿
り
着
き
ま
す
。
地
蔵
に

は
元
応
元
年
（
１
３
１
９
年
）
と
記
さ
れ
て

あ
り
、
銘
文
に
は
「
正
長
元
年
ヨ
リ　

サ
キ

者
（
は
）
カ
ン
ヘ
（
神
戸
）
四
カ
ン　

カ
ウ

（
郷
）
ニ
ヲ
井
メ
（
負
い
め
）
ア
ル　

ヘ
カ
ラ

ス
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
正
長
元
年
以
前
の

借
金
は
神
戸
（
か
ん
べ
）
の
四
ケ
郷
（
大
柳

生
・
小
柳
生
・
阪
原
・
邑
地
）
で
は
帳
消
し

に
す
る
」
と
の
意
味
だ
そ
う
で
す
。
高
校
日

本
史
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
有
名
な
徳
政

銘
文
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

笠置山

天乃立石神社

一刀石

笠置寺笠置駅

国道369号線

国道163号線

旧柳生街道

JR関西本線

旧柳生藩
家老屋敷

ほうそう地蔵ほうそう地蔵

天乃立石神社

笠置全景

笠置寺

旧柳生藩家老屋敷

一刀石への道一刀石

ほうそう地蔵
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173号の正解は「ちゃんぽん」でした。
正解は以下の方に図書カードをお送りします。
辻　　睦美（西山病院労組）、永江　優一（丹後中央病院労働組合）
山元　和夫（京都民医労東支部）、山口　京子（全医労）
寺澤　信博（京都市職労）

送り先＝〒604-8854　京都市中京区壬生
　　　仙念町30-2 労働会館6Ｆ・京都医労連
FAX・Email可＝075-811-6170
 irouren@labor.or.jp
締切＝ ２月28日消印有効（官製ハガキか、
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11

15 16
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2 3 4

5

　〔
た
て
の
カ
ギ
〕

①
牛
若
丸
の
お
母
さ
ん
。

②�

刺
身
の
つ
ま
や
天
ぷ
ら
に
し
ま
す
。

大
葉
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

③�

ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
に
登
場
す
る
ム

フ
ァ
サ
と
サ
ラ
ビ
の
息
子
。

④�

ケ
ー
キ
や
洋
菓
子
の
香
り
つ
け
に
利

用
さ
れ
ま
す
。

⑦�

八
卦
の
一
つ
で
、
方
角
は
東
南
（
辰

と
巳
の
間
）
で
す
。

⑧�

古
い
話
で
あ
る
。
僕
は
偶
然
そ
れ
が

明
治
十
三
年
の
出
来
事
だ
と
云
う
こ

と
を
記
憶
し
て
い
る
。
で
は
じ
ま
る

森
鴎
外
の
小
説
。

⑩�

北
ア
ジ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ

ア
、
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
主
に
遊
牧

民
の
君
主
や
有
力
者
が
名
乗
る
称
号
。

⑪�
一
年
間
の
邪
気
を
払
い
長
寿
を
願
っ

て
お
正
月
に
呑
む
薬
酒
の
必
需
品
で

す
。

⑬
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
15
番
目
で
す
。

⑮�

頭
胸
部
に
13
対
、
26
本
の
付
属
肢
を

持
っ
て
い
ま
す
。

⑯�

に
ぎ
り
、
ち
ら
し
、
回
転
と
い
え
ば

何
で
し
ょ
う
。

　〔
よ
こ
の
カ
ギ
〕

①
京
都
は
ニ
シ
ン
で
い
た
だ
き
ま
す
。

⑤�

応
用
に
入
る
前
に
し
っ
か
り
か
た
め

ま
し
ょ
う
。

⑥�

赤
か
ら
紫
ま
で
の
光
の
ス
ペ
ク
ト
ル

が
円
弧
を
描
い
て
並
ん
で
い
ま
す
。

⑦�

日
本
で
は
古
く
か
ら
枕
の
素
材
と
し

て
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑨�

明
太
子
・
つ
く
だ
煮
・
ふ
き
味
噌
・

つ
け
も
の
み
ん
な
お
友
だ
ち
で
す
。

⑫
道
義
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
。

⑭�

米
、
麦
、
豆
、
赤
、
白
と
い
え
ば
何

で
し
ょ
う
。

⑮
ト
ラ
ン
プ
の
Ａ

⑰
２
０
１
３
年
の
干
支
で
す
。

⑱
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　いつも読みやすいMeSoありがとうございま
す。174号ではみんなで楽しく科学実験にワク
ワクしました。秋の味覚、冬もおいしいものが
たくさんですね。いっぱい食べて頑張ります!!
 池田　佑子（京二労組）

　スライムの作り方面白かったです。むかし、駄
菓子屋で遊んでたのを思い出しました。
 若田　哲史（京都民医労上京支部）

　いつも楽しくパズルしてます。休憩時間のい
きぬきです。 石川　夕貴（京都桂病院労組）

　

レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
は
、

１
９
７
１
年
９
月
22
日
に
初
来
日
を

果
た
し
た
。
初
来
日
の
公
演
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。
９
月
23
日
に
日
本

武
道
館
で
日
本
初
演
を
行
い
、
翌
24

日
も
同
じ
く
日
本
武
道
館
。
そ
し

て
、
９
月
27
日
に
は
広
島
市
営
体
育

館
、
９
月
28
日
、
29
日
の
両
日
は
大

阪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
で
の
公

演
で
あ
っ
た
。

　

ど
の
公
演
も
熱
狂
と
興
奮
の
渦

に
包
ま
れ
て
い
た
。
初
回
の
23
日
は

前
座
な
し
、
休
憩
な
し
の
２
時
間
30

分
。
翌
24
日
は
前
日
よ
り
も
曲
数

が
増
え
て
３
時
間
も
の
公
演
と
な

り
、
最
終
の
大
阪
で
は
公
演
後
の
ス

テ
ー
ジ
は
、
彼
ら
の
流
し
た
汗
で
つ

る
つ
る
に
な
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
の
熱
が
こ

も
っ
た
演
奏
で
、
日
本
の
フ
ァ
ン
に

強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
は
、

何
も
演
奏
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
舞

台
上
や
オ
フ
タ
イ
ム
で
も
超
弩
級
の

立
ち
振
る
舞
い
で
あ
っ
た
。
舞
台
上

で
メ
ン
バ
ー
同
士
が
取
っ
組
み
合
い

の
喧
嘩
を
始
め
、
そ
の
騒
ぎ
を
止
め

に
、５
人
目
の
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
と
言
わ

れ
た
、
熊
の
如
き
体
躯
を
し
た
豪
腕

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ピ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
ン

ト
が
入
る
。
そ
し
て
、
９
月
29
日
に

は
、
ボ
ン
ゾ
が
ホ
テ
ル
で
日
本
刀
を

振
り
回
し
て
隣
室
に
乱
入
す
る
と
い

う
具
合
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
は

ち
ゃ
め
ち
ゃ
な
立
ち
振

る
舞
い
を
し
て
い
た
彼

ら
で
あ
っ
た
が
、
特
筆

す
べ
き
出
来
事
が
あ
っ

た
。
９
月
27
日
は
、
広

島
公
演
の
日
で
あ
っ
た

が
、
彼
ら
は
何
故
広
島

に
行
っ
た
の
か
と
の
問

い
に
、「
原
爆
で
初
め

て
一
般
の
市
民
が
殺
さ

れ
た
場
所
だ
か
ら
、
是

非
行
っ
て
み
た
い
。
そ

こ
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
や

り
た
い
。
そ
こ
の
売
り

上
げ
は
全
部
寄
付
し
た

い
。」
と
関
係
者
に
語
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

言
葉
通
り
に
、
広
島
の
荒
木
市
長
を

表
敬
訪
問
し
、寄
付
金
を
渡
し
、広
島

平
和
公
園
と
原
爆
ド
ー
ム
に
足
を
運

ん
だ
の
で
あ
る
。
た
だ
単
に
大
音
量

を
出
し
て
叫
ん
で
い
る
だ
け
で
は
な

い
、
彼
ら
の
社
会
を
見
る
目
の
確
か

さ
を
か
い
ま
見
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

初
来
日
時
に
は
、
京
都
で
の
公
演

は
な
か
っ
た
が
、
オ
フ
の
９
月
25

日
に
京
都
を
訪
ね
て
い
る
。
そ
の

日
、
彼
ら
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
共
に
京

都
の
街
を
探
索
し
て
い
る
。
当
日
の

19
時
ご
ろ
祇
園
の
近
く
で
す
き
焼
き

を
食
べ
、
21
時
ご
ろ
、
ど
こ
か
の
ク

ラ
ブ
に
行
き
、
そ
の
後
、
京
都
市
内

の
ビ
ル
地
階
に
あ
る
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

に
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ロ
バ
ー

ト
以
外
の
メ
ン
バ
ー
が
演
奏
を
始
め

た
。
最
初
の
う
ち
、
そ
こ
に
居
合
わ

せ
た
客
は
目
の
前
に
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン

が
い
る
こ
と
に
誰
一
人
と
し
て
気
づ

か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
客
の
１
人

が
、「
あ
！
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
だ
！
」
と

叫
び
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
る

こ
と
に
な
っ
た
。そ
の
間
約
40
分
、彼

ら
も
満
足
が
い
く
演
奏
で
あ
っ
た
と

語
っ
て
い
る
。
そ
の
際
に
お
つ
き
の

カ
メ
ラ
マ
ン
が
写
真
を
撮
る
と
、
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
ピ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
ン
ト

が
「
や
め
ろ
！
こ
ら
！
」
と
怒
鳴
っ

た
が
時
既
に
遅
し
、
写
真
は
撮
ら

れ
た
後
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
ラ
イ

ブ
会
場
は
ど
こ
か
と
思
い
、
大
音
量

で
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
が
聞
け
る
こ
と
で

知
ら
れ
る
、
京
都
市
内
の
さ
る
ロ
ッ

ク
バ
ー
で
、
そ
こ
の
店
主
に
聞
い
て

み
た
。
す
る
と
、「
北
白
川
に
あ
っ

た
、サ
ー
カ
ス
＆
サ
ー
カ
ス
で
す
よ
」

と
、
あ
っ
さ
り
と
返
事
が
返
っ
て
き

た
。
こ
の
サ
ー
カ
ス
＆
サ
ー
カ
ス
は

今
で
は
も
う
無
く
な
っ
た
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
で
、
私
も
京
都
に
や
っ
て
き
た

30
数
年
前
に
一
度
行
っ
た
よ
う
な
記

憶
が
あ
る
。
サ
ー
カ
ス
＆
サ
ー
カ
ス

が
あ
っ
た
の
は
京
都
市
左
京
区
北
白

川
銀
閣
寺
交
差
点
北
西
角
の
雑
居
ビ

ル
の
地
下
で
あ
る
。
私
は
仕
事
の
関

係
で
そ
の
近
所
を
自
転
車
で
通
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
こ
を
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン

の
メ
ン
バ
ー
が
歩
い
た
の
か
と
思
う

と
、
胸
が
熱
く
な
っ
て
く
る
。

　

翌
１
９
７
２
年
10
月
10
日
、
岡
崎

に
あ
っ
た
京
都
会
館
第
一
ホ
ー
ル
で

ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
は
京
都
で
の
最
初
で

最
後
の
公
演
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

公
演
は
、
冒
頭
の
「
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー

ル
」
で
始
ま
り
、
最
後
は
「
移
民
の

歌
」
で
締
め
く
く
ら
れ
た
、
実
に
充

実
し
た
公
演
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

　

京
都
会
館
は
現
在
解
体
工
事
中
で

あ
る
。
京
都
市
と
ロ
ー
ム
と
の
間
で
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
契
約
が
結
ば

れ
、
50
億
円
も
の
大
金
が
動
い
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
岡
崎
地
域
で

の
長
年
に
わ
た
る
人
々
の
営
み
や
文

化
、
景
観
が
崩
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
の
記
憶
も
ま
た
し

か
り
。
50
億
円
に
ど
れ
ほ
ど
の
価
値

が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。（
つ
づ
く
）

 

（
川
上
裕
光
）

レッド・ツェッペリン日本上陸
―祇園、北白川、岡崎、そしてツェッペリン―

酒かす………………………200g
みそ…………………………50g
だし昆布……………………10センチ角
豚ロースしゃぶしゃぶ用…300g
白菜…………………………300g

しめじ………………………200g
水菜…………………………100g
長葱…………………………2本
薄口しょうゆ………………大さじ1杯

●材料〈４人分〉

給食対策委員会

酒かす鍋 ① 酒 か す を 細 か く ち ぎ り、 水
300ccにつけて、冷蔵庫で１晩
おき、軟らかくふやかしておく。
使う前にスプーンで全体を練る
ように混ぜ、クリーム状にして、
みそを混ぜておく。

② 土鍋に水５カップとだし昆布を
入れておく。

③ 野菜を切る。白菜５センチ角、水
菜ざく切り、しめじは小房にわ
ける。長葱は斜め薄切りにする。

④ ②を火にかけ、①の酒かすを加
えて溶かし、③の野菜と肉を入
れて煮る。味をみて、薄いよう
なら、薄口しょうゆを入れる。

作り方

　ちょっとひと味の“オクラとろろ”、レシピを
見た瞬間、「あー作って食べたいと思いました。」
 吉岡　まりか（京都民医労東支部）
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レッド・ツェッペリン④



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
Ｍ
ｅ
ｓ
ｏ

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
さ
て
、
前
代
未
聞
の
政
権
交
代
で
幕

を
閉
じ
た
２
０
１
２
年
、
そ
し
て
２
０
１
３
年
が
明
け
ま
し
た
が
今

年
一
年
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
不
安
で
す
。
た
だ
私
た

ち
は
夢
と
ロ
マ
ン
を
忘
れ
ず
に
着
実
に
運
動
し
て
い
く
事
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。 

（
Ｈ
・
Ｋ
）

編
・
集
・
部
・
だ
・
よ
・
り

　京都民医労東支部は、12月２日に
しいたけ狩り＆バーベキューバスツ
アーを行い、組合員とその家族、合
わせて43人が参加しました。当日
は、しいたけ狩りやバーベキューの
他にも、アウトレットモールやビー
ル工場なども巡り、盛り沢山の一日
を過ごしました。参加した組合員の
子どもさんが、日記に「人生で一番
幸せな一日でした」と書いてくれる
など、子ども達は大はしゃぎ、大人
達も交流を深め、大いに盛り上がり
ました。

　昨年の11月18日、六孫王神社で「団結交流まつり」が開か
れました。このまつりは、一昨年まで行われていた「国鉄まつ
り」を引継ぎ、日航の解雇撤回の闘いや、府下での不当解雇に
抗して闘っているすべての労働者と労働組合を激励し、支援し
ようと開催されたものです。 京都医労連も「ホットドッグ」を
出店して、看護師増員署名の取り組みと共に奮闘しました。

　2012年秋のナースウェーブを11月17日
（土）に開催しました。当日は雨が降りしき
る足下の悪い中でしたが、延べ150人の参加
がありました。本能寺会館で行われた集会で
は、小林美希さんの記念講演、職場の実態
交流、署名の意思統一を行い、集会後に四条
河原町までナースパレードで元気に行進し
ました。宣伝場所の四条河原町では、約100
人で署名行動を行って看護現場の深刻な実
態を府市民に訴えました。

しいたけ狩り＆
バーベキューバスツアー

「団結交流まつり」に出店しました！
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